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❖いくがくゼミナールについて
①いくがくゼミナールとは

いくがくゼミナールは1995年の個別指導学習塾創業以来「自らの足で力強く歩んで行ける子供たちを育てる」ことをモットーに、ある

べき個別指導の姿を追い求めてまいりました。2008年春に法人設立、そして2012年、ここつくば二の宮の地に第３号教室として「い

くがくゼミナール つくば二の宮校」を開設いたしました。

いくがくゼミナールの漢字表記は「郁学ゼミナール」です。

「郁」の字には、「文物の盛んなさま」「高貴に香る」という意味があります。知性に溢れ、思いやりのある子供たちの育ちの場となりたい

という思いを込め命名しました。また、「いくがく」は「育学」に通じ、「育ち学ぶ場」として、従来の「教育」の概念を超えた、主体的

な学びの場たらんとの思いも含まれています。

②「ikugakuPDS」

PDSとは現状認識（See）→計画立て (Plan）→実施（Do）→検証（See）の一連の流れを示すもので、問題解決のための論理的思考法とし

て広く認知されています。

設立以来、我々はこの論理手法を「つまづきポイントの発見と補強」に

積極的に用い、「勘に頼らない、合理的な教育指導」を実践してきました。

そして長年にわたる試行の末、学習効果の最大化を図る上で最も有効と

思われる教務パッケージの開発を成し遂げることができたのです。

集団指導にせよ個別指導にせよ、いくがくゼミナールの授業は、特別の

訓練を積んだ講師と生徒の緊密なコミュニケーションから始まります。

対話を通じて得られる、生活や学習に関するさまざまな情報は、中長期

的な教育的側面とと短期的な学習目標達成の両面で入念に検討され、日々

の学習指導に活かされます。

授業中は生徒の理解を第一とし、計画の進捗を焦ることはありません。

いくがくゼミナールの学習計画は、独自の「つまづきポイントチェック」

にもとづく柔軟かつ複線的なもの。理解度を重視しながらも、最大の学

習効果をあげるべく臨機応変な対応を行います。

授業の実施後は生徒の理解度と計画の進捗について客観的な検証を行います。分析結果は次回以降の学習計画にフィードバックされ、カ

リキュラムの精度は更に高まって行きます。

いくがくゼミナールの毎回の授業は、決して「単なる前回のつづき」ではないのです。

③学習支援を行う2つの教務サービス

いくがくゼミナールの教務サービスは大きく2つに分かれます。

一つは、通学会員を対象に「講義」の形で学習指導サービスを提供する、「実地指導型学習支援」サービス。いくがくゼミナール教務の中

核として位置づけられる、まさに学院の｢顔｣とも言えるサービスであり、「ikugakuPDS」に裏打ちされた高品質、かつ軽快な授業は、会

員の能力開発を強力にサポートします。

通学型学習支援サービスは、その指導形態により、ⓐ集団指導サービス ⓑ個別指導サービス ⓒ演習指導サービス の３つに分けられており、

そのいずれか、もしくは併用によって受講スタイルをお選びいただきます。

もう一つは、当学院自主開発教材・ツール (*1) による、コンテンツ型学習支援サービスです。

「ikugakuPDS」により解析される会員個々の「つまずきポイント」。そしてこれをきっかけとして開発された教材・ツールの数々は、目的

達成のための合理的な演習機会を会員に提供、質・量の両面から会員の学力向上を力強く後押しします。

いくがくゼミナールはこれら2つの事業サービスを柱に、これからも個別教育のあるべき姿を、力強く追い求めて参ります。

 

(*1) ツールは、テキスト・プリントなどの紙媒体のほか、電子書類等で提供されるものもあります。
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・学力の現状認識
・成果の分析
・学習計画の妥当性検証

・学習計画組み
・学習計画の修正 ・授業実施
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